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時
事
問
題

支
那
の
日
貨
排
斥
運
動

、　

第

十
巻

(第

二
號

一
一
四

)

二
七
〇

時

庫

開

顕

支

那

の
日

貨

排

斥

運

動

戸

田

海

市

,其

の
脛
濟
的
意

義

昨
年
五
月
以
來
支
那
の
青
年

が
中
心
ε
な

っ
て
頗
ふ
る
整
頓
せ
る
組
織
に
由

り
頑
張
な
る
日
貨
排
斥
運
動
を
行

ひ
つ
、
あ

る
。
此
運
動
た
る
や
固

よ
り
彼
我
通
商
條
約
の
精
神
を
蹂
躪
す

る
も
の
て
あ

る
か
、
之
を
行
ひ

つ
～
め

る
支
那
青
年
は
団
交
蹴
絶
を
主
張
し
、
特

に
戦
争
以
來
彼
我

の
聞

に
成
立
せ
る
諸
般
の
條
約
を
以
て
、
或

は
脅
迫

臨

b
て
利
警

馨

し
或

は
霞

せ
る
當
局
を
誘
琶

て
摸

を
熈

せ
る
歪

・
・
冬

・
蓋

然
之

を
塵
棄
す

べ
き
こ
ε
を
主
張
し
つ
＼
あ
る
か
ら
、、
彼
等

の
排
貨
運
動
か
通
商
條
約

の
違
反
こ
な
る
ε
云
ふ
か
如
き

…
銑
難
は
、
彼
等

の
耳
に
は
何
等

の
反
響
を
生
し
な
い
。
元
来
此
排
貨
運
動

の
中
心
的
目
的
は
政
治
方
面
に
存
す
る

か
、
真
運
動
の
性
質
か
経
済

に
直
接
關
係

を
有
す
る
も

の
て
あ
る
か
ら
、
先

つ
其
の
脛
濟
上
の
影
響
特
に
彼
我
貿

一
身
上
の
影
響
よ
り
研
究
を
初
め
る



…

、　
.旺

貨
排
斥

の
櫨
〃
こ
な
σ
た
昨
年
下
孚
季

の
我
封
支
貿
易
商
を
其
上
宇
蚕
に
比
較
し
、
..ヌ
之
彰
晦
年
下
禦
畢
に

・一
.
.

…
比
較
す
れ
は
、
共
に
幾
分
の
減
少
を
示
し
て
居
る
。
此
減
少
の
人
な
る
部
分
か
排
貨
運
動

の
影
響
て
あ
る
ご
じ
は

一
何
人
も
疑
は
な
い
か
、
.
併
し
其
影
響
の
程
度
を
明
か
に
す

る
こ
ε
は
困
難
て
あ
る
。
欧
洲
諸
國
か
物
贋
鷹
貴
に
苦

し
め
り
ざ
云
ふ
も
、
其
貨
幣
か
国
際
的

に
著
し
く
領
置
を
減
し
て
居
る
か
ら
、
貿
易
上
よ
り
見
れ
ば
必

し
も
其
物

慣
は
高
く
な

い
。
只
た
此
等
諸
国
は
物
資
に
峡
乏
し
又
信
用

か
缺
乏
せ
る
矯
め
輸
出
入
共
に
不
振
に
陥

っ
て
居

る

の
て
あ
る
。
然

る
に
我
国
に
於
て
は
園
内
の
物
儂
暴
騰

か
盆
甚
し
く
な

つ
で
、
其
程
度
は
英
米
を
超
越
ぜ
る
上
に
、

我
細貝
幣

の
國
[際
…的
債
侑
一か
維
持

せ
ら
れ
て
居

る
か
ら
、
貿
易
上
よ
り
見

τ
我
国
は
世
界
に
於
け
る
物
僧
…最
高

の
國
.

て
あ
る
。
故

に
戦
時
中
熱
殺
・に
膨
脹
し
た
我
輸
出
か
減
退

す
る
こ
ε
は
當
然
て
あ
る
。
現
に
支
那
以
外

の
諸
国
に

封
ず

る
喩
出
も
、
生
糸

の
如
き
特
別
の
も
.の
を
除
き
て
は

一
般
に
減
退

の
勢
を
呈
し
て
居

る
。
故
に

一
般

の
輸
出

減
退

の
程
度
以
上
に
勤
支
輸
出
の
減
少
し
批
程
度
を
以
て
其
排
貨
運
動

の
影
響
ご
見

る
こ
ご
か
出
来

る
や
う
て
あ

る
か
、
併

し
排
貨
運
動
起

っ
て
以
來
銀
相
場

の
著

し
く
騰
貴
し
π
こ
ε

、
、
我
国
か
勤
支
輪
田
上
重
要

の
地
位
を

.

占
む
る
綿
糸

の
輸
出
を
制
限
し
た
こ
ε
＼
を
考
量
す

れ
は
、
此

の
如
く
判
断
す
る
ご
ざ
も
困
難
て
あ
る
。
銀
相
場

の
騰
貴
は
無
論
支
那
の
購
買
力
を
増
加
す
る
も
の
て
あ
る
か
、

一
面
に
其
騰
貴
ば
世
界
に
於
け
る
銀

の
缺
乏
よ
り

…
来
り
、
從

っ
て
戦
争
中
既

に
互
額

の
銀
を
失

ふ
て
困
難

せ
る
支
那

り
金
融
界
は
、
銀
相
場

の
騰
貴
ε
共

に
盆
其
金

融
上
の
困
難

を
高
め
、
之

か
爲

め
に
著
し
く
其
購
買
力
を
殿
け
ら
れ
た
。
銀

の
騰
貴
に
由

る
支
那
の
購
買
力

の
壇

時
事
問
題

支
那
の
日
貨
排
斥
運
動
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十
巻
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二
號

一
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五
)

二
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一

、



時
事
問
題

支
那

の
日
貨
排
斥
運
動

第
†
巻

(第
二
號

一
】
六

)

二
七
二

'　

一
加
の
程
度
と
、
其
金
融
上
の
困
難
に
.由

る
購
買
力

の
減
少
の
程
度

と
か
如
何
な
る
關
係
に
立

っ
て
居

る
か

y
不
明

　
て
あ
る
か
5
、
排
募

影
響
も
不
明
こ
な
ら
さ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
支
那
の
排
日
運
動
は
濁
り
日
貨
の
輸
入
を

…
妨
掌

る
の
み
な
、
す
、
彗

は
支
那
の
掛
日
醤

を
・
薯

芝

こ
し
つ
こ
の
・
か
、
養

際
・
影
響

是
亦

唆

。
場
合
ご
伺
し
く
擁

に
測
定
す
る
を
響

・
。
叉
響

覇

量

に
貿
易
の
上
・
止
ま
ら
す
、
更
・
象

難

㏄
毅

融

靴

魏

趣

雛

鱗
蠣

腰

髄
砺
鎗

聯

結

防
御

銃

疑

影

繍

鰯

輸
確

定
し
難

い
。
要
す
る
に
貿
易
及
投
資

の
減
少
を
以
て
霊
く
之
を
排
日
運
動

の
影
響

ご
見
る
こ
ご
は
出
來
な
い
。
從

っ
て
此
影
響
は
世
人
の
信
ず
る
よ
り
も
小
な
る
も
の
て
あ
る
か
、
併
し
此
運
動

の
爲
め
に
新
規

の
取
引
か
盆
困
難

ξ
な
り

つ
、
あ
る
か
5
、
其
結
果
は
更
に
後
日
に
現
は
れ
て
来
る
こ
ε
を
豫
期

せ
ね
は
な
ち
ぬ

支
那
か
経
済
上
の
手
段

に
由
り
排
日
運
動
を
行
は
ん
掌

れ
は
、
成
る
へ
く
日
本
を
苦
し
む

る
を

人
な
る
サ

　
同
時

に
、
支
那
に
取

っ
て
は
成

る
へ
く
苦
痛
少
な
く
又
出
来
得

へ
く
ん
は
支
那
を
利
益
す

る
の
.方
法
を
探
ら
ね
は

一
な
ら
蹟
。
然
ら
ば
其
運
動
か
我
国
に
如
何
な
る
苦
痛
を
翼

へ
た
か
ご
云
ふ
に
、
其
運
動

の
極
め
て
頑
張
て
あ

り
叉

…
組
織
的
て
あ
る
に
係
は
ら
す
、
我
経
済
界
は
依
然
ε

て
好
景
気
を
呈
し
、
支
那
舞

に
關
係
す
至

部
分
の
者

,

就
中
支
那
に
左
往
す
る
邦
商
は
頗
ふ
る
打
撃
を
受
け
て
居
る
か
、

一
馨

濟
界
は
殆
含

排
貨
覇

の
存
在
を
威

㎝
知
芸

る
裁

き
有
様
て
あ
る
。
是
れ
此
排
貨
運
動
の
起
れ
講

機
か
我
国
を
苦
し
む
る
に
不
皆

な
り
し
象



悪

ず
.
我
國
羅

婆

・
馨

に
由
笑

・
暫

護

・
、
多
大
・
抵
抗
力
を
芒

養

め
て
み
奮

.

.

.先
彦

一
の
黙
よ
b
述

・
ん
・
、
我
國
・
藩

昆

戦
書

際
・
・
量
憂

あ

男

面
に
震

篭

世
会

務

蓋

穿

面
に
多
血

目
す
る
の
て
あ
・
か
、
幕

盤

の
下
髪

差
引
き
て
見
れ
ば
募

儂

は
世
人
懇

攣

る

一
が
如
く
著
し
き
、
・
で
は
な
い
.
馨

に
由
巌

米
品
・
界

霧

・
於
・
・
杜
絶
暴

・
・
我
工
業
か
蒙

地

・

薩

充
す
る
薦
め
。
麗

し
募

は
寧
ろ
募

愛
化
向
吉

上
・
多
垂

・
れ
・
居
・
・
即
ち
我
玉
壷

霧

・

ヘ口叩
質
か
湛
た
復
讐

り
、
.且
つ
加
工
精
製
の
度
無

て
甕

、
北
簸

化
・
馨

し
義

塗

業
・

あ

販
路
か
戦
前
の
如
麦

那
の
み
に
ぞ

寄
俯
せ
す
、
世
界
各
地
最

路
を
振
張
・
得
る
こ
ーミ

な
り
・
叉
支
那

一
か
昌

排
斥
・
由
・
白
星

産
・
得
・
か
如
・
低
級
品
・
寄
偏
せ
鳶

足
悲

義

堅

り
供
碧

仰
か
さ
る
を

得

、
る
か
如
き
高
級
・累

増
加
す
る
こ
重

な
需

。
戦
前
に
支
那
か
排
貨
蕩

を
行

へ
は
我
経
済
界
を
し
て
色

、

　

臭

は
し
曽

の
有
様
て
あ

っ
た
か
、
貿
易
相
手
憂

身
品
あ

纂

慕

つ
琴

後
に
於
て
は
・
.支
那
か
鍵

.

に
出
て
甚
し
一
我
国
を
苦
し
む
る
こ
ε
も
困
難
ε
な
っ
た

次
に
含

の
排
貨
運
動
は
我
国
を
苦
し
む
る
錘

茱

適
當
蒔

機
に
起
つ
誉

乏

注
意
せ
ね
は

な
ら
ぬ
・

　
我
國

か
戦
争
中
互
額
の
輸
出
超
過
を
爲
し
た
の
は
、
国
民
か
大
に
生
産
を
増
加
し
て
而
も
自

か
ら
消
費
す

る
割
合

一
を
夫
れ
ほ
ざ
増

加
せ
す
、
諸
外
囲
に
之
を
貸
付
け
訟

の
て
あ
っ
て
、
此
貸
付

の
大
な

る
部
分
は
ム
「
後
輪
入
超
過
に

由
て
償
却
苫

・
へ
き
も
の
て
あ
り
、
從
つ
義

國
は
覆

葵

超
過
に
出
て
国
民
の
聾

を
増
加
す

る
高

聴

時
事
澗
題

支
那

の
日
貨
排
斥
運
動

`

第
十
巻

{鯵

二
號

一
一
七

　

二
七
三



時
事
問
題

支
那
の
日
貨
排
斥
運
動

倒
+
巻

(第
二
號

一
「
八
)

二
七
四

…
に
其
貯
蓄

を
も
増
加
し
得
る
地
位
に
在
る
。
其
貯
蓄

の
増
加
は
貿
易
の
上
に
於
て
は
圭
に
機
械
及
原
料
の
輸
入
の

.

増
加
ε
な
り
、
其
消
費
の
増
加
は
圭

に
努
働
者
及
地
方
麗
艮
の
所
得
の
増
加
に
由

る
脳
内
市
場
の
購
買
力
の
増
加

ピ

な
っ
て
現
は
れ
る
。
今
日
我
産
業
は
輸
出

に
向
ふ
よ
り
も
概
ね
内
地
市
場
に
向
ふ
こ
ご
を
宥
和
こ
す

る
。
現
に

.

我
國
の
生
産
は
園
内
の
需
用
増
加
捧

ひ
難
く
し
て
物
磐

騰
貴
を
生
し
つ
溜

り
、
此
際
外
國
市
場
か
我
国
よ

齢
纏
暴
繕
躍
羅
雛
懸
隠縫
謬
繹
斡
纏
麓
恥欝
娼嫉

.

り
起

る
局
部
的
打
撃
は
如
何
に
藻

な
る
も
、
之

に
出
て
我
舞

塁

膿
を
苦

し
め
る
忌

は
不
能
て
あ
駕

更

に
注
意
す
へ
き
は
戦
後
文
明
國
を
通
し
て
枇
會
的
不
安
か
起
り
、
其
産
業
の
恢
復

か
遅

々
こ
し
て
…進
攻
す
、
之
か

.

爾
め
支
那
は
欧
米

の
商
品
ε
資
本
ε
を
誘

ひ
來

っ
て
、
日
本
の
支
那
に
卦
す

る
貿
易
ざ
投
資
を
脅

か
す
こ
と
か
甚

九
困
難
ご
な

っ
て
居

る
。
歓
米
人
か
支
那
の
排
日
運
動
を
或
程
度
に
援
助
し
て
居

る
こ
ご
は
事
蟹
て
あ
ら
う
か
、

彼
等

の
援
助
も
日
本
の
商
品
ご
資
本
ε
に
代
は
る

へ
き
自
國
の
商
品
ε
資
本
・ご
を
豊
富
に
持
薬

つ
τ
支
那
の
極
嵐

一
の
缺
乏
を
充
な
し
得

な
い
今
日

に
於
て
は
、
主

に
精
帥
的
援
助
を
駕
し
得

る
に
過
さ
な
い
、
現
に
支
那

の
缺
乏
を

威
す

る
こ
ε
甚
し
き
貨
物
に
付

て
は
、
我
国

の
生
産
物
か
外
貌
を
攣
化
し
又
取
引

の
裡
路
を
憂
化
し
て
支
那
に
輪

.

出
せ
ら
れ
、
中
に
は
近
時
盆
輸
出
高
の
増
加
を
示
す
も
の
も
あ
る
か
、
此

の
如
き
無
意
味
な
る
外
親
の
攣
化
`
取

　
引
笹
踏
の
愛
化

`
の
爲
め
に
要
す
る
多
大
の
費
用
は
、
支
那
消
費
者
か
自

か
ら
高
便
を
彿
ふ
ご
ε
に
由
て
之
を
負



惰

せ
ね
は
な
鼠

。
遙

毒

日
貨
排
斥
蕩

に
於
け
・
高

↓
↑
、
今
回
も
職
米
商
人
に
し
三

面
に
.易

排
鷹

・
.
.

を

煽
動
し
、
他
面
私
か
に
日
貨
を
買
入
れ
て
之
を
自
国
商
品
に
愛
形
し
、
之
を
支
那

に
高
償

に
費
付
け
て
不
當

の
利

一
盆
を
得

っ
、
め
ろ
者

か
少
.な
く
な
い
や
う
て
あ
る
。
我
国
は
戦
争
中
の
輸
出
超
過

の
結
果
ε
し
て
今
後
街
ほ
園
内

市
場
の
購
買
力
か
俄

か
に
減
退
す

る
の
危
険
少
な
き

の
み
な
ら
す
、
欧
米
の
経
濟
界

の
恢
復
は
短
日
月

の
間
に
行

.は
れ
難

い
。
故
に
支
那
か
今
後
俗
ほ
頑
弧

に
排
貨
運
動
を
織
綾
す
る
ε
し
て
も
、
我
國
を
苦
し
む
る
こ
ご
は
當

分
困

難

て
あ
り
、
寧

ろ
支
那
自
身
の
苦
痛
が
大
ご
な

っ
て
排
貨
運
動
を
停
止
ず
る
の
已
む
を
怨

さ
る
に
至
る
て
あ
ら
う

此

の
如
く
支
那
か
日
貨
排
斥

に
出

て
我
国
を
苦
し
め
ん
こ
す

る
の
目
的
は

殆

ん
ε

失
敗
に

了
つ
た

の
て
あ
る

か
、
比
熱
に
關
し
排
貨
運
動
に
熱
中
せ
る
支
那
青
年
は
人
な
る
誤
解
を
有
し
て
居

る
。
元
来
支
那
人

一
般
の
彼
我

纒
濟
闘
係
に
封
ず

る
思
想
を
見

る
に
、
日
本
は
天
然
資
源

を
有

せ
さ
る
小
島
國
て
あ

っ
て
、
其
生
存

に
必
要
ご
t

る
原
料
も
食
物
も
支
那
に
仰
か
さ
る
を
得

さ
忌

同
塒
に
、
其
製
品
も
支
那
に
販
路
を
得

さ
れ
は
成
立
し
得
さ
る

一
地
位
に
立

っ
て
居

る
。
暴
れ
日
人
か
常
に
.日
支
共
存
を
口
に
す
.る
所
以
て
あ
る
。
故
に
支
那
か
大
に
決
心
し
て
宇

…
年
か
、
空

三

年
も
紹
濟
的
排
日
を
行

へ
は
、
日
本
は
忽
ち
星

存
を
危

ふ
せ
5
る
住

至
る
へ
し

ご
云
ふ
の

て
あ
る
。
成

る
ほ
ご
吾
人
は
何
れ
の
外
国
よ
り
も
先

つ
支
那
に
天
然
資
源
を
仰
ぎ
、
又
我
製
品
の
販
路
を
も
支
那

.

に
求
む
る
こ
ε
を
希
望
す

る
着
て
あ
る
か
、
併
し
現
實

の
支
那
は
総
て

の
好
僚
件
を
有
す

る
に
係
は
ら
す
、
我
国

の
必
要

こ
す
る
食
物
原
料
を
充
分
に
供
給
す
る
の
力
も
無
け
れ
ば
、
我
製
品
を
充
分
に
購
買
す
る
の
力
も
な

い
。

　
時
㌫
問
遭

支
那
の
日
貨
排
斥
運
動
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難

問
題
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嘉

の
鼻

排
斥
誘

.

第
+
費

第
二
號

三

。
=

毛
穴

…
支
那
・
嚢

は
舞

・
窪

す
・
寄

能
を
有
・
・
に
係
・
・
す
・
其
保
守
墨

暴

の
爲
め
接

達
を
妨
げ
ち

間

て
…

需
用
・
葦

・
三

・
來
嚢

・
綿
・
・
て
は
我
国
　

し
く
之
を
英
稜

印
度
に
仰
い
で

…
居
る
。
支
那
の
凄

艶

量
・
米
国
望

・
羨

の
・
の
愚

像
書

・
ミ

係
は

・
す
・
倉

裏

國
よ
り
之

　

姦

人
し
て
工
萎

舞

羅

持
・
・
の
必
要
姦

・
で

・
・
有
攣

あ
る
・
嘉

か
如
何
長

大
の
大
釜

.

謬

有
す
る
穐
.
國
民
か
其
霧

・
爲
め
大
・
努
力
す
・
に
あ
・
・
れ
・
、
警

笛

爵

・
・
勢
力
青

る
能

ほ

さ
る
の
み
な
。
す
、
自
國
の
生
存
の
響

に
も
歪

を
威
・
て
外
國
・
依
頼
せ
ざ

・
を
得
な
い
・
聚

嘉

人

.

の
間
に
は
葵

然
轟

の
大
な
・
を
壕

、
之
を
閉
霧

古
す
詮

三

曲
畠

國
の
強
大
商

え

`
す
る
の

.

癒

か
張
。
。
暴
れ
恰
も
白
人
詩
票

廣
大
の
請

地
を
農

・
て
有
色
人
・
棄

す
・
高

・
く
帝
國
圭
藷

一
…
漕
欝

の
貴
行
て
あ
・
て
、
今
回
の
排
蓬

脅

・
亦
藷

・
感

想
か
野

現
鮭

・
居
る
や
う
て
あ
る
か
・

意

想
。
後
に
論
。
・
か
㌍

支
那
・
青
年
か
排
・
異

・
努
力
…

あ
・
灘

的
肇

妻

・
自
欝

運
命

一
に
陥
ら

し
む

・
も

の
て
あ

る
。
.
.

,

奏

経
済
上
・
替

藝

行
・
・
付
・
は
昌

・
取
っ
て
最
も
撮
影

な
く
し
・
葉

得
へ
く
ん
は

…
自
国
を
利
す
・
の
方
蒙

・
ね
　

島

.

奮

工
磐

が
暴

・
・
排
蕎

を
行
ふ
場
合
℃
も
此
事
は

.

必
要
て
あ
る
か
、
從
來
の
排
蓬

動
高

し
各

回
の
蕩

も
青
童

生
か
中
心

・毎

っ
て
之
を
更

に
強
制
せ

.

ん
享

。
の
て
あ
る
か
ら
此

事
か
特
・
必
響

な
・
。
先
つ
潰
儒

に
支
那
審

蓼

少
な
く
ず
る
の
方
娑

し



　
て
は
、
支
那
の
塞

物
の
欝

欝

に
多
寧

波
芋

・
・
呆

品
葵

・
防
遏
重

き
を
置
き
・
'巽

薬

品

・㌧
-

}

の
中
に
、
支
那
。
肇

難

に
必
要
こ
す
る
原
料
難

管

は
ぞ

干
渉
芋

・
茎

製
品
の
鐘

に
全
力
遙

…
…
き
つ
、
あ
る
。
最
、
此
事
・
必
し
・

疲

の
排
蓬

暑

意

識
的
毒

行
・
て
居
る
の
て
な
く
・
.娑

蕩

の

寓

物
ε
し
て
取
扱
・
易
き
・
・
盗

日通
・
小
藩

店
・
陳
・
せ
・
れ
・
基

其
・
呆

品
た
る
忌

の
更

　。
翳

し
易
き
金
製
・
叩
て
あ
る
爲
め
て
・
あ
・
・
か
、
若

・
排
蓬

動
姦

・
其
他

の
方
面
量

及
ほ
さ
ん
手

落

妄

は
、
利
講

係
上
よ
り
蕎

行
か
不
能
叢

る
を
冤
れ
な
い

豪

に
排
貨
蕩

を
有
警

行
は
ん
　

れ
播

種
曽

章

動
・
・
て
支
那
の
脛
濟
去

利
益
を
聾

す
る
の

一

護

左
、
し
む
る
こ
墓

必
要
ご
・
る
か
芝

か
響

践

昌

禁

岳

・
支
那
の
国
産
奨
顧
の
藁

を
生
せ

…
し
む
る
こ
。
を
要
す
る
.予
輩
讐

憂

世
凱
・
時
代

旨

貨
排
斥
・
行
詫

・
際
・
・支
那
の
工
務

興
の
難

.

の
熟
し
。
、
。
。
に
孫
.は
・
す
、
交
零

融
糞

暴

・
灘

策
・
保
護
親

引
上
・
舞

筆

答

か
困
難
て
あ

「、
か
ら
、
今
後
の
嘉

。
於
て
銀

貨
排
斥
覇

・
膿

鱈

方
法
ε

て
秦

・
蓬

幌
せ
ら
る
あ

危
険
あ

%

こ
。
を
本
管

諭
し
た
。
て
あ
・
か
、
今
回
の
運
動
・
於
て
は
此
黙
か
著
・
歯

は
れ
て
居
る
・
・支
那
畢
生
の

今
回

。
蕩

か
各
地
・
藥

象

暫

蓼

・
形
式
・
於
・
行
・
れ

了

あ
る
こ
ご
は
・
必
し
も
商
界
の
馨

的
・

.

漿

に
出
つ
・
も
の
て
な
い
・
し
て
・
、
支
那
・
纂

鴛

る
も
・
・
従
来
・
如
く
羅

粟

象

に
出
て
代
表

零

れ
す
、
工
業
的
分
子
の
籍

叢

・
を
爲
・
つ
…

毒

を
示
す
・
の
見

る
こ
ε
か
曇

る
・
襲

た
.

…

撃

問
題

嘉

の
・
寡

斥
翻

.

・

筆

養

第
二
號

一
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モ
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一
一

駐

膠

廉

の
日
貨
排
斥
蕩

.

.

第
轟

〔第
二
號

三

三

二
七
八

↑る
商
人
藷

叢

引
姦

き

排
甚

助
・
駐

馨

襲

む
る
の
外
は
な
い
か
・
工
萎

は
日
暮

斥
岳

b

宮
己
の
素

。
保
護
す
る
こ
墓

利
益
手

・
。今
次
の
大
馨

は

一
般
後
裔

呈

藷

震

総

會
を
與

へ
・

嘉

に
於
て
・
甥

・
工
業
馨

し
遙

芋

・
に
至
・
・
奪

、
含

・
響

運
動
・
於
て
監

護

の
特
に

.

「高
調

せ
ら

る

、
こ

ε
は
睦

む
に
足

ら
澱

峡

　
ノ

詠

時
に
於
て
は
支
饗

昌

を
排
斥
詫

・
繁

口叩
か
或
程
度
箕

磐

石

・
支
那
・
侵
入
・
、
從
・
て
支
.

…
那
。
排
貨
。
出
て
羅

醤

を
行
ふ
ご
嘉

妨
け
ら
れ
る
・
、含

・
漿

・
・
工
業
品
幣

薬

方
・
少

…

飯

に
今
回
の
排
蓬

動
は
前

に
述

へ
し
如

自

本
を

苦
し
め
る
嚼
め
に
は

不
適
當

の
時
機
に

起
.つ
ξ

云

へ
る

か
、
支
那

の
屡
.
艦

の
爲
め
に
は
好
糠

に
起
.つ
た
ご
云

へ
・
や
う
て
あ
・
。
.併
し
乍
巌

洲
馨

の
響

に

支
那
か
ユ
業
輕
螢

に
必
要
だ
す

る
資
本
を
外
國
よ
り
得
る
こ
ご
か
困
難

ざ
な

っ
た
の
み
な
ら
す
、
銀
相
場
の
騰
貴

よ
り
し
て
支
那
笠

額
・
銀
海

外
遠

島

す
の
已
む
・
得
・
る
に
手

、
其
覧

支
那
の
金
縢

は
震

の

.

逼
迫
に
陥
っ
て
微
・
た
・
妻

を
起
す
に
も
某

の
缺
乏
に
苦
し
ま
・
る
を
看

る
有
轡

な
っ
て
居
る
・
琴

日
案

を
起
す
に
必
要
な
る
罐

、
.就
中
支
那
か
藷

異

・
磐

必
要
享

・
紡
蕩

械
を
欝

よ
・
愛

す

る
弓
し
か
困
難
て
あ
る
か
ら
、
此
際
排
貨
に
出
て
国
産
鵜

の
結
果
を
生
す
る
を

か
顔
ふ

る
困
難
て
あ
る
・
元

、

来
園
産
驚

の
方
著

し
て
彼
の
關
需

渡
や
金
融
交
通
警

の
改
善
真

り
、
民
間
に
勃
興
芸

排
貨
運
動
な

…
る
も
の
綾

正
臨

行
し
得
る
も
の
て
ひ

、
喬

咄窒

て
撰

し
得
・
や
の
測
ら
れ
さ
る
も
の
て
あ
る
か
5
・
.

ノ



乏

・
依
頼
し
て
新
π
芸

大
の
棄

を
起
す
ご
慮

出
来
な
.い
・
見
た
既
・
.成
立
芸

事
業
や
誓

書

脅

新

」讃
し
得

る
事
業
に
付
て
獲
展

の
機
會
を
與
ふ
る
に
過
さ
な
い
。
加
之
此
運
動
の
薦
め
に
商
取
引

か

一
般

に
不
安
ご

一
な
り
、
特

に
商
人
は
不
當

に
財
産
を
渡
放
せ
ら
れ
又
螢
業
の
停
止
を
飴
義
な
X
せ
蜜
れ
・
又
畢
生

の
排
貨
運
動
か

…
比
較
的

に
規
律
立
っ
て
居

る
と
は
云

へ
、
多
数

の
無
頼
漢
か
其
間

に
交

っ
て
脅
迫
掛
奪
を
逢
う
し
、
排
貨
運
動

ぬ

繹

土
匪
共
匪
の
掠
奪

如
き
状
聾

な
る
や
も
測
り
難
く
・
.之
か
爲

め
に
支
那

2

馨

濟
界

緩

々
競

窪

し
て
萎
縮
退
嬰
に
傾
き
、

一
般
消
費
霞

工
業
品
缺
乏
の
爲

め
に
非
常

の
苦
痛

集

む
り
つ
・
あ
る
・
支
那
の
経

済
の
不
振

の
根
原
は
國
内

の
秩
序

か
整
は
す
生
命
財
産

の
安
固
を
敏
と

毛

あ
る
か
、
排
貨
運
動
も
戦
垂

揆

.

高

ヒ

秩
序
を
棄
働
し
て

一
般
経
済
を
不
振
に
陥
ら
し
む
る
も
の
て
あ
る
。
北
大
弊
害
は
到
底

薔

に
於
け

る

、

…
些

々
た

る
國
産
奨
拗

の
結
果

に
出

て
償
ふ
こ
ご
を
得
な

い
.
.

.

・

以
上

に
出

て
見
れ
ば
支

那
の
排
貨
運
動
は
脛
濟
上
支
那
を
利
す

る
よ
り
も
月
本
を
苦
む
る
方
法

ご
し
て
激
義

を

有

し
得

る
に
過
さ
な

い
も
の
て
あ

る
か
、
今
回
の
運
動
は
呆

を
苦

し
む
る
贅

か
甚
だ
少
な
き
に
反
し
・
.支
撒

の
損
害
は
甚
だ
大
て
あ
る
。
裡
濟
上
よ
り
見

れ
ば
支
那
人
は
自
か
ら
其
墓
を
掘
る
着

て
あ
る
。
併
し
乍
ら
日
本

の

蒙
む
る
苦
痛

か
少
な
し
ご
て
吾

々
は
反
省
せ
す
し
て
可
な
り
ご
云
ふ
の
て
は
な

い
。
予
輩
は
寧

ろ
支
那
の
運
動

か

微
力
馨

爲
我
國
民
の
反
省
を
追
・
の
藁

な
き
・
嘉

悲
し
著

て
あ
・
・
馨

暴

予
蒙

繰
返
レ
て
本
誌

上
呈

躾
し
た
る
如
く
、
世
界
の
諸
強
禦

如
何
な
る
対
外
策
を
探
る
を
間
は
す
、
我
國
繕

極
的
の
叉
支
那
ば

時
事
問
題

支
那
の
日
貨
排
斥
運
動
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時
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の
日
警

語

、
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號
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天
Q

霧

的
の
霞

轟

轟

っ
て
眞
・
霜

・
共
同
生
瀬

蓉

高

鷲

爵

相
霧

し
て
少
く
　

轟

の

…
天
地
に
は
藏

國
。
霞

嚢

・
侵
入
・
奮

こ
蕃

防
止
・
、
之
岳

・
蔑

の
幅
利
露

華

を

繹

…
に
、
両
國
各
自
に
其
國
内
に
於
け
る
政
治
的
審

的
の
改
造
事
業
に
努
力
せ
　

　

嘲
.職

其

政
治

的
意

義

,
.

・

支
那
の
日
貨
排
斥
運
動
・
中
心
・
意
護

治
上
塗

・
の
て
あ
・
か
・
護

治
的
響

も
こ
種
あ

…
る
.
此
蕩

は
直
接
に
は
呆

を
屈
服
芒

・
ん
手

・
舞

歌
塗

・
島

署

す
る
も
の
τ
あ
る
か
・
同
時

に
此
覇

か
欝

政
治
上
の
意
義
を
有
し
、
歪

な
暮

日
の
鷺

・
蛮

出
し
た
・
政
府
盟

に
掌

る
罠

」の
不
信
任
蕩

差

っ
て
居
る
.
此
封
内
的
嚢

遥

動
の
初
・
よ
・
強
意

識
せ
£

た
の
て
は
な
い
か
蒔

一
再

・
経
過
す
る
に
響

箕

蠹

毒

　

、
外
交
・
關
す
・
画
家
・
黍

件
・
無
襲

毒

煙

一
任
せ
す
、

輿

自
か
ら
起
っ
て
之
か
疑

に
努
力
せ
ん
手

・
高

聴
・
.無
能
　

將

・
渉

・
排
孕

る
の
み
な
ら

一
一
す
、
此
の
如
き
政
府
の
存
在
、
身
を
も
否
馨

ん
手

る
の
嚢

を
生
・
委

・
て

　

.
由
叢

書

激
烈

一
な
る
支
那
。
於
て
錘

來
よ
り
外
交
問
祭

事

の
具
養

せ
・
る
・
を
窶

し
允
が
・
今
回
の
運
動
に
於
て
は

藤

的
の
軍
閥
や
職
蕎

警

・
藤

・
意
義
は
割
食

少
・
文

事
・
此
笙

切
の
署

的
嵩

者
に
掌

る

民

衆
の
反
航
の
嚢

か
肇

謬

れ
て
居
・
。支
那
の
青
年
か
排
貨
覇

を
行
ふ
・
付
・
疑

日
歪

謝
し
て
蓮



　商
籍

蔭

攣

る
の
.み
　

す
、内

蓋

て
は
生
命
財
肇

交
霊

男

茎

潔

讃
す
・
所
の
政
霧

権
威
嘗

陵

抗
し
、
直
接
行
動
麗

日
募

最
要

妨
け
、
更
蓬

ん
で
昌

を
押
牧
・
乏

を
漿

す
る
妄

ふ
貯
.

「き
秩
序
幾

の
反
欝

錫

を
探
っ
て
鼠

の
政
府
義

ひ
・
曇

.
排
墓

動
か
・
健

些

種
・
政
欝

「嚢

暑

、
、
特
・
其
内
政
的
意
義
・
嘉

・
傳
統
的
内
書

異
れ
・
新
嚢

・
・
の
て
あ
る
こ
ε
は
慧

す

へ

.

き
黙
て
あ
b
、支
那
の
改
造
の
圭

量

れ
は
碁

内
的
意
.義
か
甚
盤

謬

る
も
の
て
あ
る
・試
み
に
藷

の
温

去
の
疑

。
顧
る
も
、
政
府
の
籍

爵

敗
局

す
轟

論
の
鐘

は
・
政
府
の
外
交
上
の
叢

を
馨

ε

て

.

最
も
畠

籔

烈
に
饗

す
・
を
窶

し
れ
.
妻

外
囲
の
侵
鵠

な
幕

國
嚢

即
ち
離

島

主
善

謝
し
、

そ

昌

の
自
轟

立
を
擁
護
せ
ん
手

・
の
精
聖

、
自
国
に
於
け
・
少
落

勢

専
制
濁

し
て
民
衆
の
畠

を
擁
馨

ん
与

る
の
精
轡

か
共
誓

養

を
存
ず
・
も
の
て
あ
・
か
ら
・
民
衆

の
課

覇

か
同
特
旨

國

.

警

の
莚

の
意
義
を
以
て
行
は
れ
蕩

合
の
あ
・
こ
ε
は
怪
む
を
要
し
な
い
・
鷲

手
段
の
上
が

見
れ
昏

國
の
轟

政
治
を
莚

す
る
に
付
き
、
政
府
か
外
交
上
の
失
敗
を
減
し
た
場
倉

之
叢

繋

る
こ
罫

・
國
民

二

磐

興
奮

し
む
る
に
最
も
布
敷
て
あ
・
.
實
際
倉

の
支
那
青
年
の
排
日
蕩

の
前
に
は
支
那
の
軍
閥
も
警

察
も
殆
ん
徳

威
を
失
ひ
、
青
年
の
代
表
す
・
国
民
的
輿
論
の
力
か
集

の
総
て
の
講

的
震

を
し

て
顔
色
を

　
失
は
し
む
る
の
形
勢
を
示
し

つ
、
あ
る

我
国
よ
り
支
那
政
府
鋳

し
て
葦

生
の
昔

語

の
轟

・
警
告
せ
る
錘

し
・
支
那
驚

か
充
分
の
轟

時
事
聞
耳

嘉

の
易

排
斥
蓊

欝
+
巻

(鯖
二
脱

臼
二
五
=

さ



…・

華

墨

支
那
の
星

排
斥
誘

-

単

巻

(蟹

】號

三

六
=

天
二

を
行
は
な
い
三

至

要

を
見
て
、
我
国
て
は

「
に
之
を
支
那
政
府
に
誠
意

か
な
父

内
心
は
畢
生
高

し
く
排

日

に
傾

い
て
居

る
謹
撰

て
あ

る

ε
結

論

す

る
や
う

て
あ

る

か
、
是

は

「
面
蜆

た
る
を
冤

れ
.な

い
。
.支
那

の
政
府

當

喜

も
支
那
人
て
あ
・
望

・
排
思

想
署

す
る
を

は
勿
論
・
あ
・
・
か
・
併
・
窟

の
威
信
を
保
っ
て
其

地
位
婁

固
に
す
.る
黙
よ
り
云

へ
は
、
官
響

無
視
し
て
秩
序
を
蹂
躪
す
・
所
の
排
蓬

動
を
有
壁

罹

る
こ

ご
を
欲
す
る
に
相
違
な

い
。
特

に
其
取
締

の
行
は
れ
さ
る
か
爲
め
に
國
交
上
の
危
機

ε
を
生
す

る
ご
き
は
、
當
局

石

地
位
か
危
姦

・
こ
・
も
明
白
て
あ
・
か
ら
.、
自
衛
上
其
、取
締
の
必
要
蔵

し
て
居
乏

相
違
な
い
・
只
斐

那
に
於
て
も
鋳

政
治
爵

す
・
人
民
の
輿
論
か
吹
笛

有
力
・
な
-
、
特
撮

洲
戦
書

件
ふ
て
支
那
の
雇

思
想
界
の
動
揺
や
茎

円
年
の
畳
醒
か
最
近
著
・
毒

ん
萎

め
に
、
薔
式
の
嵩

覆

最
早
や
之
爵

し
て
雰
.

の
威

力
を
振

ふ
ご

・し
を
得

さ
る

に
至

っ
た

の
て
あ

る

並
.通
の
内
政
上
の
蕩

興

り
罫

外
事
件
姦

目
こ
す
る
禽

の
運
動
が
南
北
の
別
や
鐙

の
別
に
係
は

ら

.

す

一
般
に
行
は
れ
る
こ
ε
は
自
然
て
あ
る
か
、
今
回
の
運
動
に
謝
し
て
特
に
注
意
す

へ
き
ひ
ご
は
青
年
畢
生
か
運

動
の
中
・恥
ご
な
り
、
假
令

へ
其
背
後

に
は
薔
式
政
治
家
の
煽
動
や
外
人
の
操
縦
や

一
部
蜜
業
家

の
後
援

か
あ

る
ご

し
て
も
、
紫

の
勢
力
は
今
回
の
運
動
に
於

て
は
蓄

・
・
に
従
属
的
地
位
に
下

り
、
即
ち
彼
等
か
畢
生
を
利
用

…
す
る
よ
り
も
寧
ろ
畢
生
が
彼
等
を
利
用
す
る
の
勢

ε
な
り

つ
、
あ
る
こ
ご
て
あ
る
。
戦
争

以
來
支
那
の
思
想
界

も

大
に
動
揺
し
鑑

し
、
各
磐

琵

運
動
か
盛
ん
覆

り
つ
島

つ
た
が
、
之
を
代
幸

る
所
の
支
響

年
の
實

■

-



「力
霧

加
か
高

の
替

覇

・
於
て
明
白
票

鳶

募

て
あ
・
・
我
國
・
讐

斐

那
を
鷺

護

誇

聾

ゴ『

喰

的
肇

を
行
は
し
む
へ
き
ゃ
、
蚤

時
勢

反
抗
し
て
讃

的
の
董

那
を
支
持
す
へ
事

雰

皎
然
に
立
つ
.・

.

て
居
る
。
故
に
藷

か
如
何
な
る
罫
支
政
策
を
探
る
へ
き
や
は
、
同
時
に
我
國
内
の
肚
會
政
造
に
も
重
大
の
反
響

…
を
及
ほ
さ
る
、
る
を
得
な

い
。
予
輩
か
既
に
屡
本
誌
に
諭
し
耽
如
く
今
日
は
最
早
や
各
国
か
封
外
策
ε
封
画
策

ε

ノ

に
付
て
別
々
の
方
針
を
探

り
、

一
種

の
二
重
生
活
を
警
む
ご
ε
か
出
来
な
く
な
っ
て
来
援
の
て
あ
る
か
、
支
那
の

排
日
問
題
は
我
国
に
取

っ
て
も
対
外
問
題
て
あ
る
ご
同
時
に
人
な
る
勤
向
問
題
で
あ
、る

,

今
日
世
界
的
に
人
.心
を
動
揺

せ
し
め

つ
Σ
あ
る
政
造
問
題
は
.
其
根
柢
に
於
て
は
何
れ
も
少
数
の
専
制
に
卦
し

…
て
民
衆
が
自
由
を
要
求
す

る
の
運
動
、
即
ち
民
衆
解
放
の
運
動

で
あ
る
が
、
各
國
の
進
歩

の
程
度
に
從

ひ
て
其
國

に
行
は
る
、
主
要
の
専
制

の
形
式

に
差
異
が
あ
る
。
政
治
上

の
自
由

の
確
立
せ
る
欧
米
先
進
國

に
於
け
る
専
制
は

圭

に
資
本
嚢

ε
云

へ
・
脛
濟
的

の
蕩

で
あ
り
、
從

っ
て
其

の
必
要

手

・
政
造
は
肚
會
的
で
あ
る
・
我
国
の

如
き
は
政
治
上
の
専
制
が
未
な
消
滅
す

る
に
至
ら
さ
る
間

に
纒
濟
上
の
専
制
が
擡
頭
す

る
に
至
り
・
從

っ
て
我
国

の
必
要

.し
す

る
改
造
は
同
職

に
政
治
的
肚
會
的
の
両
面
に
亘

っ
て
居
る
。
纒
濟

の
幼
稚
な

る
支
那
に
於
て
は
禾
た

資
本
主
義
が
別
段

の
獲
達
を
爲
さ
、
る
に
反
し
、
政
治
上
の
専
制
は
極
度
に
増
長
し
、
.少
数
の
軍
閥
や
政
客

か
公

器
を
利
用
し
て
四
億
の
民
生
を
弄
ひ

つ
、
あ

る
か
ら
、
其
の
最
も
急
を
要
す

る
改
造
は
政
治
的
の
も

の
て
あ

る
。
.

支
那
が
政
治
上
の
不
統

一
に
陥
b
、
國
家
ご
し
て
の
形
騰
す
ら
備

へ
ざ

る
に
至

つ
だ
の
も
畢
竟
は
少
数
専
制

の
結

」
時
事
問
題

支
那
の
日
貨
擁
斥
連
動

第
十
巻

(第
二
號

一
二
七
)

二
八
ご
『

.



一
晴
事
問
題

支
那
の
日
貸
擁
斥
渾
動

第
十
巻

(
第
二
號

一
二
八
)

二
八
四

萎

あ
・
か
ら
、
其
堕

を
成
就
し
て
秩
序
蓬

音

ん
与

れ
ば
・
是
非
ξ

蓑

の
少
肇

制
を
打
破
せ
ね

婆

・
ぬ
.
早

行
福

・
マ

・の
至

海
・
霜

纂

・
書

挙

奏
・
エ
.
時
鬼

婆

聚

成
音

符
・

電

{

、
倉

の
籔

橋

か
霧

す
る
限
濃

忽
・
に
。
て
新
な
る
審

か
起
っ
て
再
・
無
秩
序
不
統

一
・

　陥
る
て
あ
ら
・,
。
世
間
に
琴

雀

嘉

の
統

豪

歴
史
的
に
釜

勢
的
・
見
で
武
力
岳

・
の
外
な
と

信
ず

る
者
も
あ
る
か
、
便
り
に
今
後
衰
世
凱
以
上
の
武
人

か
出
現
し
て

一
時
統

「
を
行
ひ
得
た
ご
し
て

も
、
其
統

一
は
.

軍
に
形
式
に
止
ち

て
内
容
の
渾
沌
を
如
響

芋

・
を
得
す
、
鷺

久
し
か
ら
す
し
て
軍
閥
内
部
の
盆

岳

て
形
式
的
に
も
不
読

売

陥

・
蓋

れ
な
い
て
あ
ら
引
。
藁

か
進
芒

て
昔

碧

擁
護
す
・
の
舞

を
一季

場
合
に
は
、
少
敬
専
制
者
は
自
衛
の
叢

よ
籍

束
を
固
く
し
、
之

か
矯
め
国
家

の
統

一
か
緩
和
せ
ら
れ
た
る
専

制
主
義

の
下
に
竪

す

る
見
込
か
あ
る
の
て
あ
る
か
、
支
那

の
民
衆

の
鍋
醒
の
程
度

か
窪

低
き
上
に
・
支
那
の

領
素

馨

に
慶
大
て
あ

っ
て
蕎

の
連
絡
か
困
難
て
あ
.・
か
ら
、
之
を
堕

し
て
秩
序
を
立

つ
る
こ
昌

非
常

の
難
事
て
あ
る
。
孚
世
紀
前
に
濁
逸

か
統

「
的
帝
國
を
建
設
せ
し
際

に
も
、
各
地
方
に
割
拠
ぜ
る
専
制
者

の
嚴
雇

～を
抑
・
垂

・
貿
・
響

§

、
本
来
嵩

的
傾
向
・
強
暴

羅

薯

・
普
通
馨

の
制
箏

必
琴

9

腐

で
あ
・
か
、盆

支
那
か
統

一
的
聚

妥

・
か
磐

・
は
.著

し
諸

方
の
カ
に
由
る
高

方
の
力
に
由

一
る
ざ
を
問
は
す
、
少
数
専
制
看

の
力
を
抑

へ
る
こ
ε
を
必
要
ε
す
る
。
之
を
御

へ
る
か
矯
め
に
は
蕾
式
の
軍
閥
や

蔵

薯

謝
し
て
、
畳
醒
に
向
ひ
了

あ
茎

國
青
年

の
解
蓬

動
を
有
力
な
ら
し
む
る
こ
妄

必
要
ご
す
る
・
今

・



面

の
排
日
運
動
に
於
で
青
年
の
勢
力
が
頗
ふ
る
増
進
せ
レ
事
實
を
示
し
た
こ
ε
は
支
那
の
統
.足

取
ケ
で
,響
懲

翁

・き

「

　　
き
忌

て
あ

る
。
荷

一
も

我
國

に
し
て
支

那

か
統

一
せ
ら

れ
秩
序
立

つ
こ
妄

欲

す

る
な
ら
は
・
蕾
支

那

に
封
し
.

.

一
て
新
支
那
を
助
け
ね
は
な
ら
ぬ
の
て
あ
る
か
、
我
國

の
封
支
外
交

か
従
来
の
帝
国
主
義

ご
云

へ
る
國
際
的
専
制
主

・

義
を
綴
縅
す

る
限
り
、
我
国
は
到
底
新
支
那
ご
提
携
す
る
を
得
な
い
。

支
那

の
思
想
界
に
於
て
は
政
治
的
改
造
の
外

に
肚
會
的
改
造
を
主
張
す
る
者
も
な

い
て
は
な

い
か
其
勢
力
は
借

・

ほ
甚
だ
微
弱
て
あ
る
。
元
来
肚
曾
を
改
造
す
る
に
は

一
定
不
動
の
型
か
あ
る
の
て
は
な

い
・
之
か
政
造

に
は
先

つ

.

政
治
去

專
製

打
破
し
、
立
霞

讐

下
・
大
・
資
奎

蓄

麿

せ
し
・
鉦

ハ弊
羅

ゆ
へ
か
ら
さ

る
量

一
っ
て
初
・
て
肚
禽

窪

・
着
手
す
・
・
嘉

必
暮

し
又
は
有
利
手

を

は
護

れ
な
時

言

の
支
饗

。

…
樫
濟
の
幼
稚
萎

め
、
文
明
國
に
於
け
る
か
如
く
墓

表

の
魔
窟
は
甚
し
く
な
っ
て
居
諸

か
・
併
し
支
那
は

面

界
馨

の
鑑

書

す
・
國
て
あ
・
か
・
・
夙
に
慧

の
監

問
題
か
塗

k

覆

の
貧
民
か
寒

し
て
常

に
肚
會
組
織
を
破
壊
す

る
の
道
具
こ
な

っ
て
居

る
こ
ε
は
、
再
三
本
誌

に
於
て
諭
し
な
如

く
て
あ
る
。
故
に
支
那　

…

を

改
叢
す
る
に
は
先
進
國

の
踏

み
來

つ
葎

路
を
辿
り
、
先

っ
政
治
方
面
窒

力
窪

き
て
経
済
方
面
粛

却
し

」,て
可
な
り
芸

ふ
を
得
蔭

か
、
併
し
今
日

の
支
那
か
最
も
苦

し
み
つ
・
あ
る
専
制
は
政
治
的
の
も
の
て
あ

る
か

ら
、

「先

っ
之
か
改
造

に
着
手
す

る
こ
ご
か
自
然
の
順
序

て
あ
り
、
又
新
支
那

の
實
力
は
此
改
造

塗

方
を
傾
島

　
も
術
堕
足
ら
さ
る
を
憂
ふ
る
ほ
こ
て
あ
っ
て
、
同
特
に
肚
會
的
欺
造
を
断
行
す
る
の
飴
力

か
な
い
。
故
に
合

日
の
.

」

畢

膿

支
那
の
晶

排
斥
運
動

、

鉗
+
麹

(箒
二
號

三

九
)

二
八
五



時
講

題

支
那
の
・
舞

斥
蕩

第
霧

第̂
二
號

一
三
Q
=

天
六

嘉

青
年
。
肇

錺

か
主
に
政
治
方
面
に
存
す
・
こ
議

鍵

・
嚢

藻

・
・
の
芸

は
ね
は
.な
畠

7

誘

る
か
、
若
、
、
我
國
の
翌

外
交
方
針
か
解

ま
・
帝
國
嚢

を
貫
と

・・
て
あ
・
弩

は
・
支
那
青
年

の
政

論

改
造
蕩

か
璽

的
と
・
り
、
之
か
爲
甚

蓄

蕩

空

足
飛
・
経

禽

政
造
に
向
き

ξ

　

一

籌

委

那
の
霧

は
言

の
講

以
去

・
姿

態
・
附
・
の
危
撃

と

・
ふ
毒

な
い
・
此
誉

曾
て
本

一
誌
に

;
質
し
た
所
で
あ
・
か
・
今
ま
禦

其
理
馨

述
へ
る

我
国
の
帝
.國
妻

の
壽

看
た
る
軍
閥
は
漿

支
那
・
北
方
運
閥
・
欝

嶺

・
て
秀

か
・
.両
國
軍
閥
髭

謹

關
係
は
必
然
的
よ
り
も
寧
ろ
馨

的
・
皆

、
從

・
て
謄

由
れ
・
正
鋳

金

夷

　

あ
る
・
現
に
以

一
雨

我
軍
閥
は
久
し
く
支
那
の
惰
方
幕

振
を
助
け
て
居
・
一

あ
・
.
・・だ
藁

支
那
醤

て
帝
國
壽

　を
探
る
限
り
、
支
那
は
畠

の
必
要
姦

し
て
充
藍

備
・
裁
婆

行
書

婁

・
・
從
・
て
其
の
最
大

嵩

秀

る
軍
閥
。
勢
力
を
殺
く
こ
ド
・も
困
難
・
あ
・
。
義

國
か
帝
国
轟

轟

っ
て
嘉

に
甕

限
り
・
支

度

一
般
就
寛

醒
し
つ
・
あ
る
支
饗

周
年
は
軽

目
懸

姦

・
、
爵

内
探

悪

熱

有
す
る
暫

排
日
」

蕩

。
塗

す
る
こ
。
も
田
楽
・
.い
て
あ

・ら
・
。
然
・
・
舞

懸

姦

・
・
こ
・
に
冑

国
民
の
元
気
を
.振
興

.

し
、
其
賛

を
解

す
る
の
方
法
は
國
民
道
徳
.非

遊

危
讐

・
・
て
あ
・
・
我
罠

も
薬

開
国
よ
　

露

.

戦
書

て
。
問
は
、
世
界
諸
張
國
・
東
方
躍

・
大
勢
抵

抗
す
養

・
罎

固
・
る
排
外
思
想
呈

し
た
・
國

嬢

弱
そ

て
受
働
的
地
位
笠

・
問
・
、
舞
.
思
想
釜

義
・
雍

叉
・
生
蓮

の
主
養

去

内
套

有
し

D
.



得

。
い
の
て
あ
嘉

、
黍

各
國
発

問

に
は
園
内
各
個
人
・
問
.・
於
け
・
か
如
垂

穂
か
進
婁

、喫

、封

書

∬

…
利
己
的

な
る
こ
と
を
以
て
愛
国
的
な
り
こ
し
て
怪
ま
さ
る
有
様
て
あ
る
か
ら
、
正
義

亀
主
張
よ
り
出
獲
し
な
排
外
.

.

思
想
は
動

ず
れ
は
利
己
的

の
排
外
思
想
に
陥
り
易
き
も
の
て
あ
る
。
日
露
戦
争
ま

・て
の
我
国
風
も
正
義

の
主
張
の

…
領
域
を
超

へ
て
或
程
度

の
消
極
的
帝
国
主
義
に
傾

い
て
居

κ
の
て
あ
る
か
ら
、
日
㌫
戦
争

に
勝
利
を
得
て
諸
強
国

の
璽
迫
を
除
き
去

っ
た
後
は
忽
ち
積
極
的
帝
国
主
義
に
進
ん
だ
。
正
義

の
主
張
よ
り
出
獲

し
て
階
級
戦
に
熱
中
し
.

一
つ
、
あ

る
先
進
國
の
勢
働
者
か
、
一
旦
勝
利
を
得
だ
な
ら
は
今
日
の
資
本
家

に
代

っ
て
新

な
る
専
制
者
に
堕
落
レ
、

碁

器

改
造
を
自
欝

運
命
語

る
あ

危
険
あ
り
籍

せ
ら
る
、
も
旦

の
響

に
よ
る
も
の
て
あ
る
.
我

.

國
に
於
け
る
多
く
の
論
者

は
従
来
内
政

に
付
て
は
極
力
軍
閥
官
僚
を
攻
撃
す
る
に
係
は
ら
す
・、
.劃
外
的

に
は
特
に

㎝

無

量

・
荘

霞

妻

室

畢

・
・
讐

し
・
・
予
讃

髭

の
矛
盾
の
盤

幕

摘
し
て
国
民
の
反
省

難
館
務
舗
"編
網
讐
纏
絃
㍑総
藻
疑
鞭
繕

嘉
協
翻
鵠
節婦
＼

…
排
日
を
主
張
し
て
国
民
の
敵
愾
心
を
弛
む
る
限
り
、
支
那

の
軍
備
は
裁
減

か
出
來
す
、
絶

っ
て
軍
閥
の
打
破
も
困

響

な

っ
て
共
専
制

の
下
書

し
ま
ね
は
な
ら
ぬ
。
而
義

國
か
支
那
・
謝
し
て
帝
国
主
義
集

る
限
り
・
支
那

の
青

年

か
排

日
運

動

を
止

め
る
こ

ご
も
出
来

な

い
ご
云

ふ
窮
境

に
陥
ら

さ
る
を
得

な

い

我

国
の
思
想
界

や
蟹
際

界

に
於

て
予
輩
ご
回

し
く
帝

国

主
義

に
反
封

ず

る
分
子

は
必

し
も
少
な
ぐ

な

い
。
特

に

、時
事
問
題

支
那
の
日
貨
排
斥
蓮
ユ

」

第
十
巻

(第
二
號

=
一=
)

二
八
七



…

駐

膿

支
那
省

纂

斥
翻

第
+
費

笙

一號

=
三

=

大
八

薯

に
至
っ
て
整

毒

力
・
加
・
マ

・
・
か
、
弧
・
宴

舞

・
之
・
我
か
實
際
の
肇

の
上
唇

「現
し
得

…
さ
、
は
支
部

の
排
日
悪
書

列
国
の
帝
堅

善

て
あ
・
。
支
那
か
排

日
蕩

に
由
り
国
民

の
綴

心
を
弛
む

る

　暴
縫
瀦

灘

轍
髄纈
難

恥髄
蕪

穫

顯鷺鑓

　刷欝

欝

驕
蝶蚊勲灘

髭
暴

號
離

繍
獣鞍
凱

零

ん
,
し
、
特
に
之
に
付
て
は
毯

に
隣
馨

る
東
諾

洋
方
要

門
煽

整

轟

覗
・
・
居
・
談

・
荷

一
く
、
燕

。
し
。
此
の
加
美

響

瀕
・
閉
霧

古
の
傾
向
を
示
す
蓉

は
、
我
国
辰
星

存
椹
の
素

よ
り
し

そ

之
に
醤

帝
国
嚢

・
積
欝

貴
行
垂

球
す
・
量

・
を
鶉

な
い
・
芒

・
鑑

せ
る
、支
那
人
士
に
し
て

.

呈

。
帝
國
妻

叢

繋

る
為

時
・
黍

・
自
国
の
門
戸
開
馨

・
馨

・
・
叉
量

の
薪

會
議

に
於
て

一
も
支
那
か
此
黙
を
明
豊

・「　ロ
し
窪

ら
は
、
茜

の
輿
強

夙
三

愛
・
て
髪

・
あ
ら
う
・
暴
れ
予
輩
か
此

.

講
審

議
の
農

に
至
り
難

に
關
す
る
黎

の
卑
見
轟

返
・
・
本
誌
・
謹

レ
・
所
以
・
あ

・
・
某

の
帝

薗

妻

も
本
來
自
国

、の
生
籬

の
主
張
よ
り
出
摂
し
て
.居
る
も
の
て
あ
る
こ
蔭

支
那
人
士
の
一
烈

忘
れ
て
は

奮

掃
墨

・
・
.
文
展

・
無

難

　

會

・
於
・
支
那
か
排
日
運
動
を
起
す
謹

・
諌

國
か
蕎

嬉

中
諜

を
試
み
・
こ
霞

敢
・
怪
む
垂

・
㌍

か
、
俳
・
此
要

義

国
民
を
し
て
書

髭

ん
し

て
支

1



浦

重

し
帝
図
嚢

を
聖

こ
妄

得
さ
ら
し
む
る
重
大
原
偲
て
あ
る
。
黍

我
国
の
大
陸
震

災
な
薯

・の
は
考

享

㍗一

.

樂

の
帝
国
主
義
的
勢
力
の
東
漸
に
謝
す
る
旨
衛
の
必
要
よ
り
起
つ
れ
も
の
て
あ
嘉

・
以
前
の
露
国
藩

逸
の

如
き
武
力
的
帝
国
主
義

に
代

っ
て
、
A
、日
は
米
国
や
英
國
の
資
本
的
帝
国
⊥土
義

か
支

那
を
以
て
好
個

の
活
動
舞
墓

.

…
ご
寫
し
、
特

に
支
那
に
在
住
し
て
其
排
日
運
動
を
助
け

つ
Σ
あ
る
欧
米
人
は
概
ね
其
本
圃

の
資
本
的
帝
国
主
義

の
ロ

機
關
て
あ
る
。
故
に
支
那
の
青
年
か
不
幸

に
も
此
等
の
欧
米
人
ε
關
係
を
探

っ
て
排
日
運
動
を
寫
す
亡
き
は
、
我

.

ノ

國
.の
輿
論
は
容
易
に
自
国
の
帝
國
主
義

の
地

乗
を
決
心
す
る
を
得
な

い
。
支
那
青
年

の
排

日
連
動
に
鰍
米
人
か
直

}

接
間
接

に
關
係
を
有
す
る
こ
ε
は
、
我
国
民

に
…対
し
真
運
動
の
道
徳
的
権
威
を
失
は
し
む
る
大
原
因
て
あ
る

「磯
藻
碧
羅
繍
慧
物
取概
騨
ポ繕
播
魏
鱗

尉鷹

か
行
は
れ
て
専
制
者

の
勢
力
を
増
長
せ
し
め
つ
・
、
國
氏
の
膏
血
を
絞
・
高

聴
に
外
國

の
侵
略
的
勢
力
家

円
み

を
動
く
る
こ
ε
、
な
る
窪
き
は
、
自
衛

の
本
能
を
有
す
る
支
那
の
民
衆
就
中
畳

.醒
し

つ
＼
あ
る
支
那
青
年
の
解
放

運

動
か
更
に
瞼
悪
化
す

る
を
冤
れ
な
い
、
.文
明
世
界
を
振
盪
し

つ
＼
あ
る
肚
曾
思
想

の
激
流
は
支
那
に
も
波
及
せ

㎜
・
る
を
得
な
い
・
特
に
倉

の
支
響

年
は
我
国
　

も

「
巖

叢

書

穣

`
籔

中
し
て
居
る
か
ら
、

…
賦
米

の
肚
會
的
思
想
か
今
後
支
那
に
於
て
も
有
力
ご
な
る
は
避
け
難
き
勢
て
あ
る
か
、
上
述

の
如
く
支
那

・の
青
年

、

…
か
鬱

陶
の
無

に
陥
・
妄

は
、
之
よ
-
脱
出
す
る
の
方
響

し
王

足
飛
ひ
綻

婁

禽

赴
く
に
至
る
こ

,

時

事
問
題

支
那
の
刊
貸
枇
斥
難
動

〆

第
十
巻

(第

二
號

=
三
二
)

二
八
九



…

』

晧
嵩

題

支
那
宥

舞

振

動

、

第
蓉

(第
二
號

三

四
)

二
九
。

ぜ」
か
自
然

の
鋳

て
あ

る
で」
見

ね
ば

な
ら

ね
。
支

那

の
脛
濟

は
幼

稚

て

め
る

ご
以
云

へ
、
古
.く

よ
り
無
数

の
貧

民

か

秦

・
て
常
綾

器

作
用
を
爲
・
つ
…

か
・
・
今
望

郷
・
於
て
肚
致

命
超

す
ご
議

決
し
て
不
能

て
な

い
。
従
来
軍
閥

か
専
制
力
を
維
持
す
る
に
必
要
の
軍
隊
を
造

る
に
も
此
貧
民

に
依
頼

し
、
叉
在
野
蕪
か

一
揆

、

革
命
を
越
す

に
も
此
貧
民
を
材
料
ε
し
允
の
て
あ

る
か
、
今
後
支
那
青
年
か
肚
會
革
命
を
起
す

に
も
亦
此
貧
民
を

利
用
す
る
こ
ε
か
出
來

る
の
て
あ
る
。
支
那
の
解
放
運
動

か
行
き
詰

っ
て
其
思
想
界
か
瞼
悪
化
す

る
ご
き
は
、
過

激
主
義

の
世
界
的
宣
傳

に
努
力
し
つ
・
あ
る
露
国
か
、

大̀
に
支
那
青
年

の
間
に
宣
傳

の
手
腕
を
振
ふ
こ
毫

豫
期

せ
ね
は
な
ら

ね
。
最
も
世
人
の
論
ず
る
か
如

く
露
國

の
過
激
主
義
か
西
北
利
亜
を
統

一
し
て
地
理
的
に
支
那
に
接

近
す

る
こ
ご
や
、
露
国
過
激
派
政
府
の
軍
隊

に
於
て
藪
千

の
支
那
苦
力
か
訓
練

せ
ら
っ
Σ
あ
る
ピ

ε
か
、
直
ち
に

支
饗

過
激
化
す
重

大
原
因
憾

・
芸

ふ
ご
・
は
出
楽
な
い
。
支
那
の
解
鐙

票

行
き
詰
っ
て
思
想
界
か

絶
望
的
に
険
悪
蓬

つ
た
場
合
に
、
初
め
て
此
等
の
事
漿

過
激
化
の
原
因
ε
な
り
得
討

て
あ
る
・
公
器
を
私

用

し
て
不
浮
屠

の
蓄
積
を
事
ご
す
る
所

の
支
那
の
大
官
連

や
政
客
は
、
今
日

の
支
那
財
産
家
中
の
重
要
部
分
を
占

あ

て
居

る
か
ら
、

一
足
飛

ひ
蓋

會
革
命
を
行
ふ
こ
ご
か
直
接

に
現
在
の
専
制
薫

る
大
官
政
客

の
勢
力
を
打
破
.
.

…
す

る
に
人
な

る
敵
果
の
あ

る
こ
ご
は
、
窮
境
に
陥
れ
る
支
那
青
年

の
容
易
に
硯
被
し
得
る
所

ε
な
る
て
あ
ら

う

・

斯

く
て
支
那
は

一
足
飛
ひ
に
肚
會
革
命
に
走

る
ご
き
は
、
其
結
果
は

無
論

今
日
似
露
西
亜

以
上

の
混
沌

に
陥

.

り
、
永
き
暗
黒
時
代

を
出
現
す

る
こ
ご
》
な
る
て
あ
ら
う
。
露
国
に
も

支
那

ご

同
レ

く
政
治
上
の
専
制
か
行
は



気

立
護

讐

有
名
響

妥

つ
・
舅

の
て
あ
・
か
、
併
し
醤

・
馨

蕃

の
語

は
妻
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